賃金の意義. : 賃金をめぐる法の対応と賃金請求権 by 髙野 敏春













































































































































































































































































































































































































































































































































































水町勇一郎・前掲書・391 ～ 393頁参照。 
 （28）　髙野敏春・前掲書・124頁。
退職金は賃金かという問題は、労働協約や就業規則等によって支給基準が
明確に定められ、それによって使用者の支払い命令が出るのであれば、賃
金といえる。ただし、退職金は、賃金の後払いとして「労働の対償」といえる
が、功労に報いるという功労報償的な性格があるため、退職金の減額や没
収条項との関係では、問題となる（三晃社事件最二小判昭和52年８月９日
裁判集民121号225頁）。 以上
